
 

 

 

 

2022 年 2 月 10 日 

地域活性化と地域価値向上を図る 

宮代町と包括協定を締結 

株式会社良品計画（東京都豊島区／代表取締役社長 堂前 宣夫）は、本日 2 月 10 日(木)、埼玉県南埼玉郡

宮代町（町長 新井 康之）と、「感じ良い暮らしと社会」の実現に向けて共に協力し合い、より良い地域づくりを進めること

を目的とした「宮代町と株式会社良品計画の地域活性化等に関する包括協定」を締結しました。 

 

■宮代町の地域活性化と、地域価値の向上を図る 

当社は、「感じ良い暮らしと社会」の実現を目指し、各自治体や地元住民が主役となって、無印良品が巻き込まれる形で

地域を活性化するさまざまな取り組みを進めています。昨年 9 月には、宮代町内の東武スカイツリーライン東武動物公園駅西

口にて、「無印良品 東武動物公園駅前」をオープンしました。同店では、出店前から社内研修「暮らしの編集学校」などの活

動を通じて、宮代町との連携と共生を目指してきました。 

一方、宮代町は、都市的に洗練された面と居心地の良い田園的な面を有しており、そのバランスを「宮代らしさ」と考えてい

ます。近隣に働く住民も増えており、お互いの“顔が見える距離”にある点も魅力的です。同町は「宮代らしさ」を地域価値とし

て高める機会と捉え、住みたい、住み続けたいと思える町になることを目指しています。 

このような同町と当社が目指す理念が、お互いに重なり合い、共鳴し合ったことで、このたび包括協定の締結に至りました。 

同協定に基づき、当社では「無印良品 東武動物公園駅前」にて、「まちの案内所」「Open MUJI 学び舎」を通して町の

魅力の情報発信や、「みんなの広場」を拠点とした日常的なにぎわいの創出、「みんなの台所」における起業・創業の支援のほ

か、地産農産物および商品の開発支援などを行っていきます。 

 

【本協定で連携する取り組み】 

（１）地域の魅力発信に関すること 

（２）地域のにぎわい創出に関すること 

（３）起業及び創業の支援に関すること 

（４）地域資源を活用した産業振興に関すること 

（５）地域の公共施設・空間の有効活用に関すること 

（６）災害対策に関すること 

（７）子育て世代や青少年の支援に関すること 

 

当社は、地域に開かれた店舗運営や各自治体との連携を通じ、地産地消や雇用創出、まちづくりなど、“新たな価値の共

創”を全国各地で推進しています。 

本協定を通し、宮代町とも多様な分野で連携し、同町内地域のより一層の活性化を図っていきたいと考えています。 

取材・お問合せ先 ： 株式会社良品計画 広報・ESG 推進部広報課 rk-pr@muji.co.jp 


